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お祭りへ行こうお祭りへ行こう

神応小学校６年生の斎藤美来です。

作品名は「翌日に羽ばたけ！」

私にとって『翌』という漢字のイメージは

「明日に向かってがんばる！」

真っ白な鳥が青空に向かって飛んでいる

ところを作りました。

（担当／安藤）

　平成21年2月港区は、「港区基本計画」に加え、区内の5地区

（芝、麻布、赤坂、高輪、芝浦港南）それぞれに「地区版計画書」

を策定しました。なんでも全国でも初めての試みだそうです。地

区の課題や特性を踏まえ、各地区の魅力を高める地域事業を盛り

込んでいます。

　高輪地区（三田4・5丁目、高輪、白金、白金台）の計画の

キャッチフレーズは「かがやきとにぎわい、そして愛のあるまちへ」

です。わくわくするような地域の未来が想像されますね。

　地区版計画は「かがやくまち」、「にぎわうまち」、「はぐく

むまち」、「区民参画による地区版計画の推進」の４つの分野に

分かれています。「かがやくまち」では街づくり・環境の分野

を、「にぎわうまち」ではコミュニティ・産業の分野を、「はぐ

くむまち」では福祉・保健・教育の分野を扱っています。

　この計画は、検討の初期段階から多くの区民の方が参加され、

行政と一体となって策定されました。現在、計画を実現するた

め、各分野の事業の検討が区民と協働で進められています。その

中から、高輪地区らしいユニークな事業をひとつご紹介します。

　「にぎわうまち」の中の「寺町コミュニティ」という事業です。

　これは、地域にあるお寺・神社などを活用し地域コミュニティ

の拠点としようとするものです。高齢者を中心にだれでも訪れる

ことができる「コミュニティ・サロン」や子ども向けの「地域を

知る機会の提供事業」などを実施するそうです。港区では、一人

暮らしの高齢者の方が多いようです。高齢者の方は、どうしても

家に引きこもりがちになります。近くに気楽に立ち寄ることがで

きる「コミュニティ・サロン」ができれば、外出の機会も多くな

り仲間も増えると思います。

　また、子どもたちにとって学校や塾の場以外に、このような場

所で地域の歴史・文化を楽しく学ぶことができれば、地域に対す

る関心も深まると思います。

　この「寺町コミュニティ」で、地域の人と人のつながりが深ま

ることを期待します。この他にも、「高輪かがやき百景」、「高

輪みどりのプロジェクト」、「健康あっぷ！リング高輪」など魅

力的な事業が数多くあります。地区版計画のプロジェクトを推進

していくためには、区民の協力や協働作業が必須とされます。

　地域のみなさん！　プロジェクトに参加し、地区のかがやく未

来を築きあげていきましょう。
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ゲストを交えての
楽しい交歓会（2009年6月）

英語劇（グリム童話）を終えて（2008年10月）

ダン・スティフラー
（Dan Stifler）先生

岩村道子さん

第 5回サイエンスカフェ（2月 28日）の講演者は原口紘炁さん
　　　　（名古屋大学名誉教授、前日本分析化学会会長）

取材後の感想

2

　E.S.S.は英語クラブのことです。記者たち
がクラブを訪問した時、たまたま訪れてい
た米国アーラム大学教授とその息子さんを
囲み、車座に座って英語で話し合いを行っ
ていました。自己紹介から始まり、趣味と
か食べ物の話などお互い質問をし、3人の外

国人の先生も加わり、
会話の手助けをしてい
ました。
　時々、大きな笑い声
が響き、みんなが英語

のコミュニケーションを楽しんでいるよう
でした。終わった後で、3人の部員の方から
お話をうかがいました。
・部活動についておたずねします。
　「現在、クラブの部員は26名ですが、新
入部員がこれから入るので40名位になる予
定です。E.S.S.は最近人気のクラブになりつ
つあります。部活動は普段は週1回１時間位
ですが、学園祭（10月）近くになると、英
語劇の練習で忙しくなります。
　部活動の内容は英語に慣れ親しむことを
目的としており、ゲームや歌もとりいれて
います。学園祭での英語劇は毎年
行っており、いつも座席が足りな
くなるほどの人気です。今年は白
雪姫をやる予定です。課外活動と
して、時々遠足にも行きます」
・将来の夢は？
　「英語の先生になりたいです」
　「仕事をして、英語で世界の人
と会話をしたい」
　「日本語、韓国語ができるの
で、英語ともう１つ外国語をマス
ターし４ヶ国語話せるようにした
い」

・普連土学園で8年間英語を教えているス
ティフラー先生におたずねします。生徒達
にどのような点に留意して指導されていま
すか。
　「英語のうまい下手ではなく、みんなが
楽しく、自信（confidence）を持って話せる
よう指導しています」

　
　生徒さんたちがとても純粋で前向きに英
語に取り組んでいることや3人のネイティブ
の先生が熱心な指導をされていることに感
心しました。英語劇をぜひ一度見てみたい
と思いました。

高輪

三田
白金

白金台

普連土学園中学校
・高等学校

　E.S.S.クラブ

お問い合わせ　サイエンス・カフェ・イン高輪
　代表　岩村道子
http://blogs.yahoo.co.jp/iwamuramichiko2008
email: iwamuramichiko2008@yahoo.co.jp

フ レ ン ド

普連土学園は1887年アメリカのフィ
ラデルフィアのフレンド派（クエー
カー）に属する婦人伝道会の人々に
よって女子教育を目的に創立されま
した。これには当時、米国留学中の
新渡戸稲造と内村鑑三が助言をしま
した。今年で創立122年になり、長
い歴史のある学校です。

（担当／滝川・真弓）

　高輪在住の岩村道子

（東邦大学大学院名

誉教授）さんは港区

チャレンジ・コミュ

ニティ大学第一期生

終了後、同期3人と

「コーヒーを飲みな

がら近所の人々と楽

しく過ごせる場―

サイエンス・カフェ」を発足させました。

というのも多くの方が定年退職後に地元デ

ビューする機会や場が少なく孤立している

と考えたのでした。今やサイエンス・カ

フェ代表としての講師選びや会の運営に深

くかかわり、当日会場で司会もこなすとい

う活躍ぶりです。

　最近の科学技術の進歩は想像を絶するほ

どなので、講師が易しく専門分野を解説

し、参加者がその分野の知識を再認識出来

れば最高です。研究成果がどのように実生

活に利用できるのか、害はないのかなど興

味深く、質問も多く会場の一体感がありま

す。カフェの場で得た新知識を社会生活の

中で生かせます。

　英国サイエンス・カフェの創始者ダンカ

ン・ダラスさんのエッセイを地で行くもので

す。“Bringing Science Back Into Culture”

（科学を文化の中に呼び戻す）岩村さんの海

外生活がこんなところに顔をのぞかせ深い

人生経験が垣間見られます。

　今年2009年に開催したカフェのテーマ・

話題は次のようです。

第5回　2月28日　キリスト友会東京月会会堂
「生命と金属の世界　"ヒトは金属なしでは生き
られない"」
第6回　4月11日　キリスト友会東京月会会堂
「マングローブ-もう１つの地球環境問題」
第7回　5月16日　港区立エコプラザ
「絶滅危惧種アホウドリの再生を夢見て」

Science Cafe
in Takanawa

サイエンス・カフェ
・イン高輪

「サイエンス・カフェ」とは、1998年
に英国リーズで始まり、科学について
市民と科学者が喫茶店などでコーヒー
など飲み物を片手に気軽に話し合う
場。今までの講演会などとは異なり、
研究者が市民の中に入っていき科学の
話題を提供し、皆で対話し考えながら
科学への理解を深めようというもの。
当日のテーマ・話題に対する興味さえ
あれば、科学者でなくてもどなたで
も、何の準備もなく参加できる会。

（担当／坂下・中嶋・安）

→

→

http://blogs.yahoo.co.jp/iwamuramichiko2008



●
若
者
が
楽
し
め
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

―

こ
の
地
域
に
は
い
つ
か
ら
住
ま
わ
れ
て
い

ま
す
か―

　

「
出
身
は
浜
松
で
す
が
、
高
輪
に
住
ん
で

三
十
年
に
な
り
ま
す
。
慶
応
大
学
に
通
っ
て

い
た
時
、
学
校
か
ら
ほ
ど
よ
い
距
離
に
あ
る

こ
の
場
所
を
選
び
ま
し
た
。
娘
二
人
は
高
輪

台
小
学
校
、
高
松
中
学
校
に
通
い
、
父
親
と

し
て
、
運
動
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
な
ど
ほ
と
ん
ど

の
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
輪
台

小
学
校
で
課
外
授
業
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」

―

こ
の
地
域
に
つ
い
て
ど
ん
な
ま
ち
に
な
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か―

　

「
誰
も
が
楽
し
め
る
オ
ー
プ
ン
な
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
最
近
、
家
の
近
く
の
広
場

で
若
者
が
集
ま
っ
て
賑
や
か
に
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。
自
由
な
雰
囲
気
で
と
て
も
よ
い

と
思
い
ま
し
た
。
若
者
が
集
ま
る
と
、
う
る

さ
い
と
か
危
険
だ
と
か
、
と
か
く
排
除
し
よ

う
と
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
者
が
集
ま

り
、
楽
し
く
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」

●
子
育
て
・
家
庭
の
教
育
に
は
父
性
の
存
在

が
大
事

―

家
庭
で
の
父
親
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か―

　

「
若
い
頃
、
妻
が
働
い
て
い
て
、
私
は
比

較
的
自
由
な
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
娘
達
の

子
育
て
を
主
に
私
が
分

担
し
て
い
ま
し
た
。
お

む
つ
の
と
り
か
え
か
ら

保
育
園
の
送
り
迎
え
ま

で
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
長
女
が
小

学
三
年
生
の
時
、
中
学

生
に
な
っ
た
ら
、
バ
イ

ク
で
東
京
か
ら
浜
松
ま

で
連
れ
て
い
く
こ
と
を

約
束
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
娘
を
乗
せ
る
た
め

に
、
大
型
バ
イ
ク
の
免

許
を
と
り
、
中
学
一
年

生
の
時
、
約
束
通
り
、

娘
と
二
人
、
東
京
か
ら

浜
松
ま
で
の
バ
イ
ク
の

旅
を
実
現
し
ま
し
た
。

娘
は
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
そ
う
に
し
て
お

り
、
父
と
娘
と
の
強
い
絆
が
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
父
親
が
家
に
い
る
時
間
が
少
な

く
、
母
親
の
考
え
方
で
子
育
て
、
教
育
が
行

わ
れ
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
性

過
多
の
子
育
て
は
ど
う
し
て
も
安
全
第
一
を

考
え
、
危
険
や
冒
険
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し

ま
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
近
頃
、
自
主
性

や
逞
し
さ
に
欠
け
る
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
と

ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。
家
庭
内
に
父
性
が
不

足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
が
補
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家
庭
の
教
育
に

は
父
性
の
存
在
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
」

●
小
説
を
書
く
の
は
自
分
の
世
界
感
を
表
現

す
る
手
段
で
す

―

ホ
ラ
ー
と
か
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
か
Ｓ
Ｆ
と

か
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
小
説
を
お
書
き

に
な
っ
て
い
ま
す
が―

「
小
説
は
、
自
分
の
世
界
感
を
表
現
す
る
手

段
で
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
は
あ
ま
り
意
識
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

『
リ
ン
グ
』
や
『
ル
ー
プ
』
は
ホ
ラ
ー
小

説
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
『
リ
ン
グ
』
で

書
き
た
か
っ
た
の
は
家
族
の
絆
、
社
会
の
こ

と
で
、
『
ル
ー
プ
』
で
は
父
の
役
割
、
自
己

犠
牲
、
人
間
愛
で
す
。

　

最
新
作
『
エ
ッ
ジ
』
で
は
、
〝
宇
宙
の
起

源
と
は
〞〝
生
命
の
誕
生
と
は
〞〝
人
間
に

と
っ
て
の
善
悪
の
基
準
と
は
〞
と
い
う
よ
う

な
根
源
的
な
命
題
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

次
の
作
品
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
時
、
若

者
が
な
ぜ
特
攻
隊
に
志
願
し
た
の
か
、
そ
の

集
団
心
理
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
若
者
が
非
論
理
的
風
潮
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な
生
き
方
を
示
唆
す
る

小
説
を
考
え
て
い
ま
す
」

●
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
自
分
に
問
い

な
が
ら
学
ん
で
ほ
し
い

―

現
在
の
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か―

「
た
だ
受
験
に
合
格
す
る
た
め
だ
け
に
勉
強

し
て
い
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
記
憶
す
る
だ
け
の
勉
強
に
追
わ

れ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
応
用
力
が
身
に

つ
き
ま
せ
ん
。

　

中
学
生
、
高
校
生
の
頃
か
ら
何
の
た
め
に

勉
強
す
る
の
か
自
分
に
問
い
な
が
ら
学
ん
で

ほ
し
い
。
欧
米
に
追
い
つ
く
た
め
に
勉
強
す

る
時
代
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
〝
自
分
は
世

界
の
仕
組
み
を
理
解
し
た
上
で
、
新
し
い
表

現
を
し
て
い
く
〞
位
の
高
い
目
標
を
持
つ

と
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
が
わ
き
、勉
強

す
る
意
義
が
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
〝
科
学
的
な
態
度
〞
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
物
事
の
本
質
を
見
抜
き
、
き
っ
ち

り
し
た
論
理
性
を
身
に
つ
け
な
い
と
、
世
界

を
相
手
に
説
得
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

●
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い

―

中
学
生
・
高
校
生
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す―

「
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
持
ち
が
一
番
大
事
で
す
。

　

日
本
で
は
集
団
か
ら
は
み
出
し
た
こ
と
を

す
る
と
、
疎
外
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
が
、
お
そ
れ
ず
、
自
分
の
方
法
で
自
分
の

進
む
道
を
ゲ
ッ
ト
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

　

な
に
ご
と
も
成
功
体
験
と
失
敗
体
験
が
必

要
で
す
。
失
敗
す
る
こ
と
に
臆
病
に
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
。
一
方
、
う
ま
く
い
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
次
の
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
で
し
ょ
う
」

●
日
本
は
変
革
期
に
さ
し
か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
変
革
期
に
は
、
周
辺
部
に
い
る
人
た

ち
が
日
本
を
変
え
る
で
し
ょ
う

―

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
社
会
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か―

「
日
本
は
お
よ
そ
七
十
年
ご
と
に
変
革
期
が

あ
り
ま
す
。
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
第
二
次

大
戦
後
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
、
七
十
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
活
力
が
あ
っ
た
変
革
期
に

比
べ
て
社
会
は
硬
直
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

変
革
期
に
、
日
本
を
変
え
て
い
く
人
は
、

今
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
周
辺
部
に
い

て
、
強
い
意
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
人

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

ジ
ム
で
鍛
え
た
が
っ
ち
り
し
た
体
格
の
鈴
木
さ
ん
。
小
説
家
と
い
う
よ
り
、
冒
険
家
、
活

動
的
な
社
会
思
想
家
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
方
で
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
、
エ
ネ
ル

ギ
ュ
ッ
シ
ュ
に
よ
ど
み
な
く
お
話
が
続
き
、
文
学
か
ら
、
地
域
、
社
会
、
子
育
て
、
教
育
な

ど
話
題
は
多
岐
に
及
び
ま
し
た
。

高輪地区情報紙

鈴木　光司（すずき　こうじ）

　1957年浜松生まれ。慶応義塾大学仏文科卒。高校時代か
ら小説家を目指す。1990年「楽園」で第２回日本ファンタ
ジーノベル大賞優秀賞を受賞。「リング」、「らせん」、
「ループ」の３部作が大ブレイク。リングは日本で映画
化、米国でリメイクされる。2008年12月、構想から10年か

けて完成した大作「エッ
ジ」が刊行される。エッセ
イ集では「家族の絆」、
「地球を走る」、「父性の
誕生」などがある。

●ワンポイント・アドバイス
なすは、油を吸いやすいので、弱火にしたり少し強めたりを繰り返して、オイルを足さずに焼きましょう。
なるべく厚手の鍋を使いましょう。

三村真喜子さん●　高輪で30年以上、フランス料理教室トゥロワ・ヴィラージュ
を主宰。フランスの料理学校に留学し、基礎からしっかり学んだ経験を生かして、
日本人に無理なく作れる本格レシピを紹介している。

3

鈴
木 

光
司
さ
ん

こ
の
人
あ
り

こ
の
街
に

小
説
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

高輪発 Ratatoulille
ラタトゥイユ

ニース地方の家庭料理で、「ごった煮」という意味です

（
担
当
／
安
藤
・
加
藤
・
滝
川
）

玉ねぎ
ピーマン（赤と緑）

ズッキーニ
完熟トマト
なす

中1ヶ　千切り　
５ヶ　
種を取り除き7mm巾くらいの千切り
1本　５mm厚さの短冊切
中２ヶ　皮をむき、ざく切り
４ヶ　皮をむき、短冊切り、塩を少しふり
水分がでてきたら、軽くふきとる。

オリーブオイル
　　にんにく
　　塩、こしょう
　　トマトジュース
　　タイム、ロリエ等の香草
パセリ　

大さじ２～３
1片　みじん切り
少々
小１缶

少々　みじん切り

（担当／中嶋・安・滝川）

A

材
料
（
４
人
分
）

１　厚なべにオリーブオイルを大さじ１入れ、玉ねぎの千切
りを入れて透明になるまで炒める。そこにピーマン、
ズッキーニを加え、混ぜながら炒める。

２　トマトとAを加え、ふたをして弱火でゆっくり15分位
煮る。

３　この間に、なすをオイル大さじ１～２で焼き、色付いた
ものから取り出す。

４　なすを2に加え、更に１０～１５分、フタをして煮る。
　　水分が足りない場合は、水１/４カップを少しずつ加え、

煮る。
５　ほぼ水分がなくなったら出来上がりです。盛りつけて、

パセリを散らす。
　　お好みで、冷やして食べてもおいしいです。

作
り
方
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だ
会
機
い
良
る
え
合
り
知
と
方
の
所
近
ご
も
方
の
い
ま
住

子
ど
も

お
に
域
地
の
こ
く
し
新
た
ま

7/31（金）宵宮

8/ 1（土）1300年式年例祭　

　　　　　演芸・模擬店・抽選会

   2（日）神輿渡御　　　　　　

　　　　　演芸・模擬店

   3（月）例祭二日祭・映画鑑賞会

   4（火）ＮＨＫ交響楽団演奏会

   5（水）童謡独唱・合唱会

   6（木）神話の語り

   7（金）終了奉告祭

大祭日程

り
た
あ
に
る
え
迎
を
祝
奉
年
百
三
千

　

て
い
つ
に
業
事
念
記
・
祭
大

う
こ
行
へ
り
祭
お

ち
立
り
成
の
社
神

し
こ
み

し

だ

御田八幡神社 禰宜の水野明彦さん

ト
ン
メ
コ
者
記

白金氷川神社 大祭

　氏子の区域は白金・白金台の二十町会にまたがり

ます。町会ごとに神酒所を造営し神輿・山車の町内

巡行は9月13日(日)に行われます。境内はお囃子で

賑やかし、神社近隣の町内神輿は神社にお越しにな

り、おはらいを致します。

平成21年9月12・13日(土・日)

高輪神社 大祭

　9月6日(日)に町内神輿・山車・お囃

子が各町内をねり歩きます。大祭は9月

10日(木)に神社にて行われます。

3年おきに宮神輿が大祭の日に出ますが、

昨年すでに行われました。町内の皆様、多数のご参加をお待ちしてます。

平成21年9月5・6・10日
　　　　　　　(土・日・木)

春日神社 大祭
平成21年9月11～13日
　　　　　　　(金・土・日)

魚らん納涼フェスティバル

魚らん交差点際・NBF高輪ビル前広場及び仲通り

主催：魚らん銀座商店会協同組合

四の橋 夏まつり

四の橋時計台広場～白金商店街メイン通り（四の橋）

主催：白金商店会

平成21年8月1・2日(土・日)

　オープニングの鼓笛隊パレード・チャリティバザー・

若芝太鼓・盆踊りなどイベントがいっぱいです。恒例の

大人も子どもも楽しめる大ジャンケン大会もやります！

手作り屋台も多数出店します。今年も楽しさいっぱいの

夏まつりを期待して下さい。

　盆踊りをはじめ、ジャズコンサート・産直野菜コーナ

ー・手作りの夜店が並ぶ懐かしい縁日で楽しさいっぱい

です。飲食コーナーやゲームコーナーなどもあります。

みなさん、ぜひ遊びに来て下さい！ 

なお7月1日から魚らん売り出しセールも行います!

　今年は9月12日(土)が大祭、13日(日)

が神輿勢揃いの日です。10ヶ町の神輿が

桜田通りに一同に介し、町内をねり歩き

ます。お囃子車がお祭りの雰囲気をなお

一層盛り上げて、街はとても賑わいをみせます。

平成21年7月25・26日(土・日)

宮司の井出正典さん

商店会長の小林靖彦さん

高輪神社宮神輿修復披露

商店会長の伊藤方夫さん

昨年の春日神社 神輿渡御の様子

坂
光

三

り通治明

輪高ﾞﾄｰﾛｰﾘﾒ

浜
京

一
第り通黒目

坂吉日

坂原桑

坂
籃

魚

坂
聖

坂桂

川古

り
通

田
桜

り
通

田
桜

高輪地区
総合支所

フェスティバル
魚らん納涼

四の橋 
夏まつり

祭
大
祝
奉
年
百
三
千
祀
鎮

社
神
幡
八
田
御

 

子
様
の
御
渡
輿
神

2009年7月

　

宮
司
の
ご
子
息
で
あ
る
、
禰
宜
の
水
野

明
彦
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

御
田
八
幡
神
社
の
創
建
は
古
く
、
和
銅

二
年
（
七
〇
九
）
牟
佐
志
国
牧
岡
に
東
国
鎮

護
の
神
と
し
て
鎮
祀
さ
れ
、
平
成
二
十
一

年
に
は
千
三
百
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
す
。

　

『
延
喜
式
神
明
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
神

社
（
式
内
社
）
の
稗
田
神
社
と
し
て
伝
え

ら
れ
、
都
内
で
も
大
変
稀
少
な
古
社
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）

に
は
現
在
の
三
田
一
丁
目
あ
た
り
に
遷
座

さ
れ
、
嵯
峨
源
氏
渡
辺
一
党
の
氏
神
と
し

て
尊
崇
さ
れ
ま
し
た
。
俗
に
「
綱
八
幡
」

と
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
開
幕

の
際
に
は
現
社
地
で
造
営
を
開
始
し
、
寛

永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
城
京
へ
の
遷
都
が
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）

で
す
か
ら
古
い
歴
史
で
す
ね
。
ま
た
神
社

所
蔵
の
『
稗
田
大
神
宮
縁
起
絵
巻
』
の
模

写
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
江
戸
時

代
の
神
社
風
景
画
で
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
す
ば

ら
し
い
絵
巻
で
し
た
。
大
祭
の
際
に
は
拝

見
で
き
る
そ
う
で
す
よ
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
下
さ
い
。

　

禰
宜
の
水
野
明
彦
さ
ん
は
と
て
も
気
さ

く
な
方
で
、
取
材
で
は
話
も
弾
み
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
担
当
／
加
藤
・
安
・
中
嶋
・
安
藤
）

　

神
社
周
辺
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
氏

子
地
域
で
は
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
り

世
帯
数
が
急
激
に
増
加
し
、
取
り
巻
く
環

境
は
劇
的
に
変
化
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
や
歴
史
の
担
い
手
と
し
て
往
古
よ

り
変
わ
ら
ぬ
神
社
の
役
割
を
保
持
し
つ
つ

皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
来
る
新
し

い
世
の
中
に
も
対
応
し
得
る
神
社
と
し
て

護
持
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

神
社
へ
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
ま
た

新
し
く
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
も

ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
た
く
、
賑
や
か
し

を
数
多
く
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
輿
渡
御
に
は
じ
ま
り
、
映
画
鑑
賞
会

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
演
奏
会
・
童
話
合
唱

会
・
神
話
の
語
り
・
演
芸
な
ど
、
全
日
程

は
八
日
間
に
及
び
ま
す
。
氏
子
町
会
の
ご

協
力
の
も
と
模
擬
店
も
出
店
致
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

み
た
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ

む
さ
し
の
く
に
ま
き
お
か

ひ
え
だ

さ
が
げ
ん
じ

み
こ
し
と
ぎ
ょ

ね

ぎ

ね

ぎ



　メリーロード高輪に今年3月、cafe10は港区商店街変身戦略プログラ
ム事業の空き店舗の活用を目的に、オープン。このお店はカフェ、イ
ベントスペースの貸出、商店会企画の実施場として、地域コミュニ

ティの核となるよう期待されています。
　この事業に携わったメリーロード高輪
会長の大駒敏さんのお話。
　「経営の主体は商店会ですが、店主の
方に運営をまかせています。お店の開業
資金の大部分は港区の補助金でまかなわ
れており、家賃も２年間港区から5/6補
助がでています。10人の席があるからと
cafe10という名前にしました。コー
ヒー、ビール、ワインなどを飲みながら
地域の方・勤め帰りの方も立ち寄れるよ
う考えています。店内では、どなたでも
無料で絵などを展示できます。地域の皆
さん、どうぞこのお店を気楽にご利用く
ださい！」
　絵があるシックなインテリア。見知ら
ぬ同士であっても、うちとけて会話がで
きるような雰囲気がありました。

　北里研究所病院の向かいにあるハンバーガー専門店
「Burger Mania（バーガーマニア）」。
　オーナーの守口駿介さんは、原宿の有名ハンバーガー
ショップで修行後、去年３月に白金でお店をオープン。
「地域の人たちと一緒にハンバーガーを盛り上げていき
たい！  Mania= 熱中している人。そんな人たちが集ま
るお店にしたい！」と熱意いっぱいの守口さん。

　天然酵母バンズ（パン）に 100％国産牛パティ（お肉）等、食材はす
べて国産メイドで添加物をほとんど使ってない。大人だけではなく、
小さなお子さんも安心して食べられる！
※子どもイスがあるので、小さなお子さん連れもＯＫ！
　というのも、守口さんはお店の裏にある小学校の生徒さんたちと仲
良しで、店内には生徒さん達が描いたお絵かきが飾られている！店内
はとてもアットホームな雰囲気！

　「とにかく何も考えずに、かぶりついてほしい！」という守口さん。

　独立という一つの夢を叶えた守口さんの熱い言葉
に、わたしも元気をいっぱいもらいました！ 営業時間

　平日　　10時～16時
　　　　　18時～22時
　土曜日　11時～16時
　　　　　18時～22時
　日曜日　11時～18時30分
定休日　　木曜日
住所　港区高輪2-6-22
☎　　03-6459-3151

地域のHOTな人たち

白
金
在
住

　

泉
峰
さ
ん

高
輪
在
住

　

吉
岡　
満
寿
美
さ
ん

ホット

（担当／山田）

（担当／安藤・中嶋・加藤）

（担当／河村・木村）

超
高
層
ビ
ル
と
大
学　

虹
の
輪
に

だ
ら
だ
ら
と　

西
日
真
向
う
柘
榴
坂

覚
林
寺　

清
正
公
や　

鯉
の
ぼ
り

勝
守
り　

米
寿
と
な
り
て　

更
に
尚

高輪地区情報紙7

俳
句

＜今回の募集＞

（1）「あなたの街」に代わる新しい愛称
高輪地区の情報紙にふさわしい、おぼえやすく、地域のみ
なさんに永く親しまれるような愛称を募集します。
★締め切り：平成 21年 8月 31日
★情報紙の区民編集メンバーで選考し、新愛称１点を決定、
第 10号から使用します。
★採用された方には素敵な記念品を差し上げます。

（2）その他の募集（情報・作品など）
◇地域に根ざし、地域を元気にする人（お隣さん、ご近所
さん、館長さん、店主さん、院長さん　など）。
◇地区内の美しい風景や笑顔の写真・絵など。第11号以降
の表紙に掲載します。
◇地域で活動・活躍しているサークル、ボランティア団体。
◇古川の歴史や環境、古川にまつわる思い出など（古川関
連の記事を予定しています）。
◇この地区のことを詠んだ短歌・俳句・川柳など。
★締め切りはありません。

1

2

1コミュニティの拠点

 cafe 10 の大駒さん

スポーツで国際交流を目指すボブさん

2
ボ
ブ
さ
ん
と

息
子
さ
ん

ボ
ブ
さ
ん
と

息
子
さ
ん

3
　高輪地区情報紙「あなたの街」も、次号は刊行10号を迎えます。内容も編集メンバーの気持ちも
リフレッシュして、これまで以上に地域の顔と顔をつなぐ情報紙を作っていきたいと思っています。
ぜひ地域のみなさんの声をお寄せください！

地域のHOTな人たち
　北里研究所病院の向
「Burger Mania
　オーナーの守口駿介さんは、原宿の有名ハンバーガー
ショップで修行後、去年３月に白金でお店をオープン。
「地域の人たちと一緒にハンバーガーを盛り上げていき
たい！  Mania= 熱中している人。そんな人たちが集ま
るお店にしたい！」と熱意いっぱいの守口さん。

　天然酵母バンズ（パン）に 100％国産牛パティ（お肉）等、食材はす
べて国産メイドで添加物をほとんど使ってない。大人だけではなく、
小さなお子さんも安心して食べられる！

コミュニティの拠点

cafe 10 の大駒さん

　白金に一家で在住し外資系企業に勤務するロバート・
アラオさん（通称ボブさん）は、ニューヨーク州出
身の日系3世のアメリカ人で、大のアウトドアス
ポーツ好きの万能選手です。ボブさんは在日アメリ
カ人たちとスポーツネットワークを作り上げ、毎週
機会があれば野球・ソフトボール・アメリカンフッ

トボール等のアウトドアスポーツ
活動を企画主催し、母国同様の雰
囲気を楽しんでいます。
　ボブさんの軟式野球チーム
“ウィークエンド・ウォリアーズ”は
毎月、有栖川公園隣接の麻布
運動場でテンプル大学日本校
野球同好会やアメリカ大使館
職員チーム等と交流戦を行って
います。
　ボブさんは、地域の方々との
スポーツを通じての幅広い交

流も大切にしており、シル
バー人材センターチームや
区立中学校・私立高等学校
チーム等と軟式野球、ソフ
トボールなどの親善友好試
合も行っています。
　ボブさんのチーム自体に
は、まだ正式な野球のユニフォームが無く普通のス
ポーツウェアですが、それこそ母国での本来の市民
レベルの野球を楽しむスタイルと云えましょう。
　野球発祥の地であるアメリカの方々との軟式野球
やソフトボールの体験は、よい想い出になると思い
ますので、ご興味ある方はチャレンジしてみてくだ
さい。　　

　チームでの交流戦の問い合わせ、個人
や少人数での参加の問い合わせは下記ま
でお願い致します。

　河村保弘　yhiro_kawamura@yahoo.co.jp
（白金・高輪インターナショナルズチーム代表）

※チーム事情等によりご希望に
添えない場合があります。

ボ
ブ
さ
ん
と

息
子
さ
ん

営業時間　11時30分～23時
定休日　　月曜日　（要確認）
http://www.burger-mania.com/
住所　港区白金6-5-7  
☎　　03-3442-2200

（1）新しい愛称
　◆ハガキまたはＦＡＸで①愛称の案　②理由　③氏名　④住所　⑤電話番号を書いて右記あて先へ
　◆高輪地区総合支所 4階・地区政策係で専用の用紙に記入し応募ボックスに投函
（2）その他
　◆ハガキまたはＦＡＸで①情報・作品（写真・絵の場合は現物）　②作品のタイトル、コメント　
③氏名　④住所　⑤電話番号を書いて右記あて先へ

応
募
方
法

【あて先】　高輪地区総合支所協働推進課
　　　　　地区政策係
　　　　　「地域情報紙　募集担当」まで
〒108-8581　港区高輪 1-16-25
　　　　　　　FAX 03-5421-7626

募集します！
みんなで高輪地区情報紙を盛り上げよう！

楽しい交流試合を終えて

がぶっと夢を叶えた守口さんがぶっと夢を叶えた守口さん

カフェテン

3

いつも、グラウンドの確保に苦労しています。
利用できるグラウンドの情報がありましたら
教えてください！



♦問い合わせ
 　高輪地区総合支所まちづくり推進担当　☎5421-7664

わいえむおー

港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。
この印刷物は、古紙を活用した再生紙を使用しています。

区
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
・
催
し
物
の
ご
案
内
は
み
な
と
コ
ー
ル
へ
。　

☎
５
４
７
２
ー

３
７
１
０　

年
中
無
休　

午
前
７
時
～
午
後
11
時　

高輪地区総合支所  協働推進課  〒108-8581　港区高輪 1-16-25　TEL03-5421-7123　FAX03-5421-7626

うちのカーテン、緑色なんです。

●
9
号
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集
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新
し
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が
9
名
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
年
代
の
幅
も
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り
、
ま
す
ま
す

充
実
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て
い
ま
す
。
散
歩
道
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
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ど
新
し
い
企
画
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
読
者

の
方
の
感
想
や
情
報
、
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
羽
ば
た
け
！
情
報
紙
。
（
洋
一
）

●
散
歩
道
の
記
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は
い
か
が
で
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た
か
？　

寺
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ま
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守
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、
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今
を
生
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私
た
ち
の
責

務
だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
伊
関
・
田
中
・
真
弓
）

●
家
族
み
ん
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と
お
祭
り
に
行
こ
う
！　

地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
親
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を
深
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ま
し
ょ
う
。
（
加
藤
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●
編
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終
わ
り
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仲
間
と 

飲
む
ビ
ー
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喉
と

心
に 
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し
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む
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●
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水
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さ
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お
話
楽
し
く
う
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が
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ま

し
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お
祭
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の
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心
待
ち
に
し
て
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（
中
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●
あ
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街
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て
地
域
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深
さ
に
た
だ
感
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（
西
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た
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担
当
し
た
り
と
、
と
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楽
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こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
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情
報
紙
を
目
指
し
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頑
張
り
ま
す
！
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山
田
エ
ミ
）

●
五
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ま
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フ
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大
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。
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学校＋支所＝地域力アップ！

くわ　やえ
し　きおん
いちり　ど
なまむぎ
だき　しー

高輪地区生活安全・環境美化活動推進協議会
『安全で美しい高輪地区』のため、力を合わせて頑張っています！

高輪地区生活安全・環境美化活動
推進協議会会長（白高町会会長）

山田信一さん

地域パトロール専門部会 道路問題専門部会 環境美化専門部会放置自転車・放置バイク対策、公園・児童遊園専門部会

「高輪地区生活安全・環境美化活動推進協議会」は、『地域生
活の安全確保と環境美化の推進』を目的として、高輪地区（三
田４・５丁目、高輪、白金、白金台）に住み、働き、活動する
85の団体、企業、官公庁で構成された地区最大の組織です。

　こんにちは、会長の山田です。
　当協議会は名称が非常に長いため、私でも正確に話
すことに苦労しておりますが、それと同時に、当協議
会が担っている役割も非常に重要であります。
　当協議会は、高輪地区総合支所、警察署、消防署、
ボランティアの方々などと一年を通して協働し、地域
パトロール、通学路・公園の点検、放置自転車対策、
清掃活動、美化キャンペーンをはじめとした活発な活
動を展開しております。
　当協議会が発足して４年目、私は二代目の会長とな
りますが、この３年間で当協議会の活動に参加・協力
してくれた方々は、延べ 4,600 名にものぼります。

　私たちは、これまでの努力と実績を教訓とし、克己の心で活動を推進してお
ります。高輪地区は私たちの好きな街です。これからも、この街で生活し、働
くことを誇りにできる豊かな街づくりに努力してまいります。
　何卒、皆様のご理解とご協力と、温かいご声援をくださいますようお願いい
たします。

▲夏の夜間パトロール ▲通学路点検 ▲放置自転車撤去キャンペーン ▲打ち水大作戦

♦問い合わせ先
　事務局：高輪地区総合支所協働推進課　活動推進係　☎5421-7621

高輪地区総合支所で今年度からスタートする「高輪みどりのプロジェクト」。
緑化を進めることは地球温暖化防止・ヒートアイランド対策に効果があるだけでなく、わたしたち

の心の豊かさにつながります。

　そのプログラムのひとつが緑のカーテン。公募区民と職員が
「緑のカーテン高輪・サポーター」として、高輪コミュニティー
ぷらざ��図書館テラス前と��食堂前でゴーヤ・オカワカメ・琉
球アサガオを育てます。
　今回は�月�日に開催した苗植え会の様子をご紹介します。ぷ
らざにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。日々の成長をお
楽しみに！

Ⓒ���法人緑のカーテン応援団

▲高輪地区総合支所地区政策係 ＆
　明治学院大学地域連携推進室

法律講演会
（2009年2月）

サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん

ま
ず
は
苗
植
え

高輪地区総合支所では、明治学院大学と協働で「法律相談・講演会」や「チャレンジコミュ
ニティ大学」など、様々な事業を実施しています。今後も大学をはじめとした地域の多くの学校
との連携の輪を広げ、魅力ある事業を展開していきます。
高輪地区内の学校のみなさん、ぜひ一緒に地域を元気にする、おもしろい取り組みを始め

ましょう！ ◆問い合わせ
　高輪地区総合支所協働推進課 地区政策係　☎5421-7123

明治学院がこの白金の丘に校地を得て120年以上が経ちます。
「Do for Others －他者への貢献－」を教育理念に掲げる明治学院では、2007年4月に社会
貢献を目的とした「地域連携推進室」を開設し、港区とのさまざまな連携事業を展開しています。
地域の多くの皆様に、港区と本学の連携事業にご参加いただきたいと考えています。

明治学院大学　地域連携推進室

町会・自治会、商店会、地区委員会、母の会、防犯協会、ビル防犯協力会、
交通安全協会、消防団、防火防災協会、警察署、消防署、国土交通省、東
京都建設局、東京青年会議所、日本たばこ産業㈱、㈱ケーブルテレビジョ
ン東京、東京電力㈱、食品容器環境美化協会、白金志田町倶楽部、港区

協議会

明治学院大学から
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